
海洋教育パイオニアスクールプログラム成果報告書 

 

１ 学校名   気仙沼市立唐桑小学校 

 

２ 活動テーマ名  

未来につなげよう！豊かな海を！カキ養殖体験活動を中心とした取組を通して 

 

３ 実践の概要・ねらい 

  カキ養殖体験を中心とした体験活動を通して，唐桑の海の豊かさと人との関わりやつな

がりを実感し，ふるさと唐桑が今後も持続可能な社会として発展していくことができるよ

う地域の課題を探求しながら自分ができることを実践する力を養う。 

  生活科・総合的な学習の時間を中心に体験活動を取り入れながら，問題解決的な学習サ

イクルに沿って主体的な学習活動を進める。これらを通して「①批判的思考力(問い直す

力)，②未来像を予想して計画する力 ③多面的総合的に考える力，④コミュニケーション

能力，⑤他者と協力する態度，⑥つながりを尊重する態度，⑦進んで参加する態度」を育

成する。 

 

４ 実践計画 

 (1) テーマ・概要・活動計画 

① １，２年生「海に親しもう」 

   １年生は１１月にサケの飼育活動を行い，次年度２年生になって，４月に稚魚を

放流する。７月には，海に親しむ活動として学校の近隣にある浜に出かけ，漂流物

を拾ったり，浜辺の生き物を探したりする。 

②  ３年生「海と関わる栽培活動をしよう」   

栽培活動に理科的な視点で取り組み，豊かな土の中には豊かな生きものの世界が

あることを理解する。海藻肥料を利用した大豆栽培を行い，海水から取り出したに

がりを用いて豆腐作りを行うことで，海と陸とのつながりを意識させる。 

③  ４年生「海の生き物やカキの秘密を探ろう」   

磯の生き物やカキの秘密を調べる。６月のカキの養殖体験では，カキの種はさみ

を体験する。２学期は，カキの解剖を行い，カキの生態を調べるとともに，カキい

かだのしくみを理解するためにカキいかだの模型作りをしたりする。 

④  ５年生「海と山，自然の関わりを知ろう」 

    カキの成長や海の生き物，自然環境との関係を中心に学習する。７月にカキいか

だの周りにいるプランクトンを採取して調べる。プランクトンの豊富な海にするた

めには，栄養分を作り出す森が必要であることを学習する。 

⑤  ６年生「豊かな海を発信しよう」 



   カキの温湯処理見学やカキ砕き・カキの水揚げ･カキむきの体験，定置網起こしの

体験をする。また，地元の祭りである｢ごっつぉーフェア｣に参加し，唐桑の海の豊

かさを発信する。 

 (2) 実践の評価について 

     唐桑の海の豊かさと人との関わりやつながりを実感するために，生活科や総合的な

学習の時間において，カキ養殖体験を中心とした体験活動の充実を図ることができた。 

      

５ 今年度の実践 

 (1) 計画からの追加・変更点 

① 追加点 

 ・ １，２年児童は，唐桑幼稚園と合同で，学校近くの浜で磯遊びを行った。一緒に

活動することにより，幼稚園児との交流を深め，自分の成長を知った。さらに海藻

押し葉を作るなど海と親しむ活動を十分に行った。 

・ ４年生以上の児童が，森と川と海の関係を実感できるよう，気仙沼湾内クルーズ

を行い，川と海が交わる場所を確認し，また唐桑を海側から見ることを通して地元

の自然の素晴らしさに気付かせた。 

・ ５・６年の児童は「リアス牡蠣まつり唐桑(昨年度と名称変更)」に参加し，カキ

販売体験や地域の方との交流を図った。 

・ ６年児童は，唐桑のよさをどのような方法で発信するのかを自分たちの課題とし

て捉え，自ら考えたキャラクターとメッセージをオリジナルフォルダーにデザイン

して発信するとともに，６年間で学んだことを協力してまとめ，様々な場で発表し

た。 

     ・ 海に関わる学びの発表とお世話になった方への感謝を伝えるため，全校児童が参

加する「リアスサミットｉｎ唐桑」を企画し，海洋教育推進のために支援していた

だいた地域の方を招いて開催した。それぞれの学年での学びをまとめ，自分たちの

力で唐桑のよさを地域の方々に発信する場となった。 

   ・ 全校児童と保護者を対象とした「南極教室」において，元南極観測隊員から南極

の現状を聞いた。また，３年生以上の児童を対象にした「地球温暖化・気候変動に

関する特別授業」で，キリバスで生活する方からの話を聞く機会を設けた。どちら

も地球温暖化による海の変化を知るきっかけとなり，児童は世界で起こっている地

球規模の海洋の問題を，身近な問題として実感することができた。 

  

   ②  変更点 

・  １，２年生「海に親しもう」において，２年生は４月に前年度末から自分たちで

飼育してきた鮭の稚魚を１年生と一緒に放流し，自分たちが育てた稚魚が力強く沖

に向かう姿を見た。さらに，２年生は 10月より次年度に向けたサケの飼育活動を始



め，３月に飼育活動を１年生に引き継いだ。 

・  ３年生「海と関わる栽培活動をしよう」を「ワカメのひみつを探ろう」に学習内

容を変更し，ワカメの調べ学習と，ワカメの体験活動を行った。地元で養殖されて

いるワカメについて，自分なりの課題をもち，地域の方に協力をいただいて，それ

を解決していった。課題解決の方法として，地元のワカメ養殖業者の講話やメカブ

の出荷作業体験，ワカメ加工工場の見学を行った。その結果，同じ養殖でも外洋と

内湾では育つワカメの特徴が違うことなど，地域の産業の特徴を知ることができた。 

   

(2) 実践の成果 

地域と連携した体験学習を行うことで，自分たちが生まれ育った地域が海と密接な

つながりをもち，豊かな恵みを得ていることを知ることができた。特に，地域で盛んに

行われているカキやワカメの養殖業を取り上げた学習を行うことにより，養殖には大

変な苦労と多くの工夫があることに気付くことができた。また，様々な体験活動を地域

の方と一緒に行う中で，地域の人々が培ってきた知識や技を学び，地域の人々に対して

尊敬と感謝の気持ちをもつことができた。さらに，児童は体験したからこそ感じたこと，

気付いたこと，分かったことを自分の言葉で伝えようとした。このことが児童の表現力

や発信力の向上にもつながったと考える。 

このように地域の自然や地域の人々から学ぶ活動を通して，児童はふるさと唐桑に

生まれたことに誇りをもつことができ，未来に生きるための探求心や実践的態度を育

てることができたと考える。 

 

(3) 次年度への課題 

    今後は，広島のカキ養殖について調べてみるなど，唐桑と他の地域を比較することに

より，唐桑のよさや課題に気付き，多面的総合的に考える力や批判的思考力の向上につ

なげていきたい。また，唐桑のカキ養殖がフランスのカキ養殖と関わりがあることから，

地球温暖化の海洋への影響も含めた世界的な視点をもった学習も取り入れていきたい

と考える。そして，何よりも児童が自分の課題をより明確にもち，主体的にその課題の

解決に取り組むことができるように工夫していく必要がある。協力いただいている地域

の方々との連絡を密に取って体験活動の充実を図り，また全職員で海洋教育に取り組む

体制を整えることで，児童の更なる学びにつなげていきたい。 

 

６ 主な連携機関及び内容 

(1) 学校支援委員会との連携 

様々な活動において実感を伴った理解をさせるために，学校支援委員である唐桑漁協

や漁協青年部の地元養殖業者，漁船乗組員ＯＢの海友会の方々から，ワカメやカキ養殖

体験で支援を受けた。 



 

(2) 唐桑公民館との連携  

本校の海洋教育をより地域のよさを生かした学習内容に高めるため，公民館主催行事

である「ふるさと学習会」において「森は海の恋人植樹祭」への参加や定置網起こし体

験の実施などの協力を得た。 

 

(3) 唐桑幼稚園・唐桑中学校との連携 

一つの中学校区としての系統性をふまえた海洋教育にしていくために，唐桑幼稚園や

唐桑中学校との連携を深め，情報を共有した。地域の課題を共通認識し，実践内容の系

統性を検討することによって，幼稚園は「海に親しむ」，小学校は「海に親しみ，海を

知る」，中学校は「海を守り，海を利用する」というねらいを明確にもち取り組んでい

く体制を整えた。 

 



１年生「海に親しもう」 
【ねらい】 

近くの浜での石拾いや磯遊びを通し，におい，音，風景といった五感で「海に親しむ」体験をする。また，図工科 
と関連させて，様々な形や色の石や流木・海藻を拾い集め，それを材料にした作品を制作する。さらに，唐桑幼稚園 
と合同で海に親しむ活動を行うことで交流を深め，自分自身の成長に気付き，意欲と自信をもって生活できるように 
する。また，サケの稚魚を２年生から引き継ぎ，飼育，放流する活動を通して，それらの育つ場所，変化や成長の様 
子に興味をもたせる。さらに，自分たちと同じように生命をもっていることに気付き，大切に世話を続けることがで 
きるようにする。 
〇 時数  ４月～３月  １９時間 (生活科) 
〇 関連  図工 

  
 
 
 

  ４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月   10 月  11 月   12 月   １月    ２月   ３月 
体 験 的

な活動 
            

探 究 的

な活動 
            

表現 
活動 

            

【主な連携機関】 
・ 学校支援委員会 
・ 唐桑幼稚園  
・ NPO 法人「海の自然史研究所」 
・ 気仙沼鮭漁業生産組合  
・ 唐桑公民館 
・ 海友会 

サケの稚魚を放流しよう(３) 

・小原木小・中井小のみんなとサ

ケの稚魚を放流する 
・放流活動を通してサケに関心を

もつ 

海に親しもう① (２) 

・近くの浜に行き，生き物を見つけた

り，海藻を拾ったりする 
・海の音や風景、においの感じ，海に親

しむ 
・唐桑幼稚園のみんなと一緒に活動す

る 

海に親しもう② (２) 

・近くの浜に行き，いろいろな形や色の貝や石を見

つける。また，様々な種類の海藻があることに気

付く 
・図工作品制作のための材料を拾う 
・どんなところに海藻が集まっているか自分なりに

考えながら活動する 

石や貝で作ってみよう(図工３) 

・海での活動を思い起こしながら，浜で拾

ってきた海藻や石や貝を使って図工作

品を作る 
・海藻などから思いついたいろいろな表

現を楽しむ 

リアスサミットｉｎ唐桑で発表しよう(６) 

・発表に向けて準備する 
・生活科で学んだことを「リアスサ

ミット in 唐桑」で発表する 
・発表を通して自分の成長を感じる 
 

サケの稚魚を育てよう(３) 

・２年生から稚魚の育て方を教わ

り放流まで飼育を引き継ぐ 

・引き継ぎ会を行う 

海藻押し葉を作ろう(３) 

・浜から拾ってきた海藻を

使い，「海の自然史研究所」

の協力をもらって海藻押

し葉を作る 



２年生「海に親しもう」 
【ねらい】 

サケを卵から飼育して放流する活動を通して，サケの育つ場所や成長の様子を知る。また，サケは自分たちと同じ 
ように生命をもっていることに気付き，生き物に対して親しみをもって大切に世話を続けることができるようにする。 
さらに，サケの飼育の際，学校の井戸水を利用したり生き物が育つ環境に目を向けたりすることによって，海の環境 
に興味をもつきっかけとする。 

１年生や唐桑幼稚園の園児と一緒に行く馬場の浜での体験活動では，におい，音，風景といった五感で海に親しむ。 
また，２年生はリーダーとして活動することによって，自分自身の成長に気付き，自信と意欲をもって生活できるよ 
うにする。  
〇 時数  ４月～３月  １９時間 (生活科) 
〇 関連  図工 

  
 
 
 

  ４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月   10 月  11 月   12 月   １月    ２月   ３月 
体 験 的

な活動 
            

探 究 的

な活動 
            

表現 
活動 

            

【主な連携機関】 
・ 学校支援委員会 
・ 唐桑幼稚園  
・ 気仙沼鮭漁業生産組合  
・ 唐桑公民館 
・ 海友会 

サケの稚魚を放流しよう(３) 

・小原木小・中井小のみんなと 
サケの稚魚を放流する 

・前年度末に現３年生から引き継いだ

サケの稚魚への思いを話す 
  

海に親しもう(２) 

・近くの浜に行き，生き物を見つけた

り，海藻を拾ったりする 
・海の音や風景、においの感じ，海に

親しむ 
・唐桑幼稚園のみんなと一緒に活動

する 

サケの稚魚を育てよう(６) 

 

・サケの飼育の計画を立てる 

・放流したサケの様子を振り返って，本で調べたり，詳し

い人にインタビューしたりすることで，責任をもって飼

育する 
・飼い続けるために必要なすみかやエサについて話し合

ったり，調べたりする 

・水槽の準備などサケの飼育の準備をする 

・もらってきたサケの卵を観察する 
・毎日のえさやりや水質の変化などに気を付ける 
・サケの形状によって育て方が違うことを知り，継続的に

飼育ができるようにする 
・これまでの飼育活動で分かったことと分からなかった

ことをまとめる 
・飼育活動を振り返り，伝えたいことをグループで話し合

って決める 
・自分が飼育してきたサケのことを絵などの作品にまと

める中で，生き物のことを考えて世話ができるようにな

った自分自身の成長に気付かせる 

リアスサミットｉｎ唐桑で発表し

よう(6) 

・発表に向けて準備する 

・サケの稚魚飼育を中心に，生活科

で学んだことをリアスサミット

in 唐桑で発表する 

・１年間のまとめと来年度への意

欲をもつ 

サケの飼育を引き継ごう(２) 

・１年生に稚魚の育て方でどんなこ

とを教えなければならないのかを

話し合う 

・１年生がよく分かるように工夫し

てまとめ，飼育してきた稚魚を１

年生に引き継ぐ準備をする 

・１年生と引き継ぎ会を行う 

・ 



３年生「ワカメのひみつを探ろう」 
【ねらい】 

総合的な学習の時間における海洋教育の初段階として，ワカメを題材とした学習を進める。ワカメの生態に興味を 
もたせ，書籍での調べ学習や，唐桑で行われているワカメの養殖業者へのインタビュー，加工工場への見学などを通 
して，課題解決のための情報収集や整理の仕方，まとめ方を学ぶ。また，ワカメについて探求することで，ワカメが 
地域の特産物であることに気付き，地元の産業や環境に興味をもつきっかけとする。さらに，養殖業に誇りをもって 
取り組む人々とのかかわりを通し，地域の人々の思いに触れ，自身の学び方やものの考え方に生かしていく。 
 
〇 時数  ４月～３月  ６０時間 (総合的な学習の時間) 
〇 関連  社会・理科 

  
 
 
 

  ４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月   10 月  11 月   12 月   １月    ２月   ３月 
体 験 的

な活動 
            

探 究 的

な活動 
            

表 現 活

動 
            

【主な連携機関】 
・ 学校支援委員会 
・ リアスアーク美術館  
・ 南三陸町ネイチャーセンター 
・ 株式会社 ヤマカ  
・ 唐桑公民館 
・ 気仙沼魚市場 
・ 気仙沼市内の商店 

ワカメのひみつを知ろう(９) 

・オリエンテーションで意欲をもつ 
・自分の課題を決める 
・海藻としてのワカメについて図鑑や

本で調べる 
・家の人などにインタビューして疑問

を解決する  
・学校支援委員小野寺さんから地元の

ワカメの生態や養殖について教えて

もらう 
・実際にワカメに携わっている人への

インタビューを通して知識を深める 
 

ここまでに学んだことをまとめよう(６) 

・調べたことを分類・整理する 
・ワカメの体ポスターを制作する 
・まとめ方にはいろいろな方法があること

を知る 
・まとめたことを発表するとともに，学習を

振り返る 
・新しい課題を設定する 
・ 

ワカメの養殖について調べよう(17) 

・ワカメの養殖方法や歴史などに課題を見付ける 

・学習課題について、解決する方法を考える 
・ワカメの養殖について調べ，これまでに得た知識をもと

に学び直しを図る 
・リアスアーク美術館学芸員萱岡さんから気仙沼地方の

養殖業の歴史等について教えてもらう 
・学校支援委員小野寺さんに再度来校を依頼し，地元の養

殖方法について教えてもらい，新たな疑問にも答えても

らう 
・(関連・社会)気仙沼魚市場や商店を見学する 

ワカメの体や養殖についてまとめよう(５) 

・調べたことを分類・分析し整理する 
・分かったことや分からないことをまとめる 
・まとめたことを発表する中で人に伝えること

の意義を感じさせる 
・リアスサミット in 唐桑でどのような内容，

方法で発表するか見通しをもつ 
・ 

ワカメのひみつを発表しよう(12) 

・学校支援委員小野寺さんと一緒に

メカブの作業を体験する 

・南三陸町ネイチャーセンター準備

室阿部さんからさらに詳しくワカ

メについて教えてもらう 

・これまで調べたワカメの生態と養

殖について発表できるようにまと

める 
・発表に向けた成果物を作りながら

既習事項の確認や学び直しができ

るようにする 
・発表に向けて準備する 
・リアスサミット in 唐桑で発表する 

ワカメの行方を調べよう(11) 

・ワカメ加工工場の見学を通して

これまで調べてきたワカメが手

元に届くまででの道筋を知り，

地域とワカメと自分たちのつな

がりを実感する 

・ワカメのリーフレットを作成し

地域に発信し学習をまとめる 
 



４年生「カキのひみつを探ろう」 
【ねらい】 
地域の産業であるカキ養殖について理解を深めるため，カキ養殖体験の１年目としてカキの種はさみ体験を通してカキ 

養殖の工程を知り，海洋教育の支援者と交流を図る。また，カキの生態について知るために，カキの解剖を行いカキの体 
のしくみを観察し，成長のひみつを調べる。さらに，カキ養殖に重要なカキ筏の仕組みを理解するために，カキ養殖業に 
携わっている地域の方から，カキ筏について教わる。その後，カキ筏の模型を製作し，難しい作業を疑似体験することで 
地域の人々のカキ養殖に対する苦労や工夫を知る。 
また，近くの浜で磯調べ体験を行い，ふるさと唐桑の海には様々な生き物が生殖していることを知るとともに，繰り返 

し磯調べをすることによって，生き物とその環境について理解する。さらに，生き物の名前を調べるなど児童が主体的な 
調べ学習をすることにより，地域の環境に目を向け，地域の産業との関係について理解を深めていく。 
〇 時数  ４月～３月  ６３時間 (総合的な学習の時間) 
〇 関連  社会・理科 

  
 
 
 

  ４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月   10 月  11 月   12 月   １月    ２月   ３月 
体 験 的

な活動 
            

探 究 的

な活動 
            

表現 
活動 

            

【主な連携機関】 
・ 学校支援委員会 
・ 宮城県気仙沼水産試験場 
・ 唐桑公民館 
・ 海友会 
・ 宮城県漁業協同組合唐桑支所 

カキ養殖に挑戦しよう(１６) 

・カキ養殖体験オリエンテーション 
・課題を設定する 
・活動内容を確認し，計画を立てる 
・地域の方々と種はさみ体験をする 
・自分で選んだ解決方法で課題を解決する 
・カキの養殖方法を調べる 
・宮城県気仙沼水産試験場の方を招いてカキ

を解剖し，カキの体のつくりを調べる 
・図鑑や本で調べる 
・インタビューで疑問を解決する  

唐桑の海に親しもう①(７) 

・磯調べに行く計画を立てる 
・グループごとに観察する 
・調べたことを分類・整理し，磯には様々な

生き物が生息していることを知る 
・グループ毎に調べたことを紹介し合い，名

称や特徴を教え合う 
 

カキのひみつを調べよう(23) 

・カキの生態と養殖についての学習を深める 

・カキの体のつくりについて，カキの成長(一生)について

カキの養殖方法について等調べる 
・学校支援委員鈴木さんからカキの筏の作り方を教えて

もらい，カキの筏の仕組みを調べる 
・カキ筏の模型作りを通して養殖業の努力や苦労を知る 
・気仙沼湾内クルーズを行い，唐桑の豊かな海を知り，唐

桑の地形を外側から見る 
・(関連・社会)気仙沼市浄水場の見学 

 

唐桑の海に親しもう②(４) 

・１学期の反省をもとに，再度磯調べを行う 
・観察にあたっては観点を示し前回との相違点，

同じ点等を確認し，生き物と自然との関連につ

いて気付く 
 

カキのひみつを発表しよう(1６) 

・カキ筏の模型を仕上げる 
・今まで調べてきた中で何をどのよ

うに伝えるのか話し合い，発表に

向けて準備する 
・リアスサミット in 唐桑で発表する 
 

１年間の学習を振り返る

(４) 

・自分たちが学習したことや

体験したこと、調べたこと

をまとめる中で解決できな

かったことを専門家に尋ね

る 

・１年間の学習のまとめを行

い，次年度への意欲をもつ 

  



５年生「カキが育つ環境を考えよう」 
【ねらい】 

総合的な学習の時間を中心とした体験学習等を通して生食ができるカキが育つ唐桑の海の素晴らしさを実感する。 
また，カキのエサとなるプランクトンの存在について，実際にその目で確かめ，海山川の結びつきとその環境につい 
て考える。さらに海の豊かさは山の豊かさと結びついていることを理解させるために，気仙沼湾内クルーズを行い， 
唐桑の地形を外側から見ることで新たな気付きにつなげていく。 

２年目のカキ養殖体験では，カキの耳つり作業を行い，養殖業に誇りをもって取り組む人々とのかかわりを通し， 
地域の人々の工夫や努力，思いに触れ，自身の学び方やものの考え方に生かしていく。 
 
〇 時数  ４月～３月   ７０時間 (総合的な学習の時間) 
〇 関連  社会・理科 

  
 
 
 

  ４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月   10 月  11 月   12 月   １月    ２月   ３月 
体 験 的

な活動 
            

探 究 的

な活動 
            

表現 
活動 

            

【主な連携機関】 
・ 学校支援委員会 
・ 森里海研究所 
・ 唐桑公民館 
・ いちのせき健康の森 
・ 宮城県漁業協同組合唐桑支所 
・ 海友会 

おいしいカキを育てよう(17) 

・カキ養殖体験オリエンテーション 

・課題を設定する 

・カキ養殖体験の準備，耳つり作業の準備 

・「森は海の恋人」植樹祭に参加する 

・カキ養殖体験(カキの耳つり作業体験) 

・活動の事前の話し合い，事後の振り返り 

・図鑑や本で調べる 

・インタビューで疑問を解決する  

海辺の生物調査（８) 

・事前の話し合いをする 

・プランクトンについて調べる 

・分かったことと分からないことの分析・整理 

・まとめたことを発表する 

 

豊かな森のひみつを探ろう(17) 

・野外活動でブナ林を散策する（学校行事） 

・海への流れ出る森からの養分について考え，土壌生物の

存在に気付き，その仕組みを理解する 

・カキの養殖について調べる 

・気仙沼湾内クルーズを行い，汽水域の水の流れを見た

り，唐桑を外側から見たりして，森と海の関係を実感す

る 

森川海のひみつを探ろう(５) 

・分かったことを比較・分析・整理をしてまと

めたことを発表する 

・リアスサミット in 唐桑でどのような内容，

方法で発表するか見通しをもつ 

カキが育つ環境について発表し

よう(12) 

・発表に向けて準備する 

・森川海のかかわりをまとめ，豊か

な森が豊かな海を作り出している

ことを深く理解する 

・リアスサミット in 唐桑で発表する 

 

１年間のまとめをしよう(8) 

・自分たちが育てているカキが森川

海とかかわりがあることやカキが

成長するために重要なプランクト

ンのことをまとめ，次年度への意

欲をもつ 



６年生「豊かな海を発信しよう」 
【ねらい】 

総合的な学習の時間における海洋教育の最終段階として，様々な場面で，カキ養殖を中心とした６年間の学びを発信 
することを念頭に学習を進める。 

地域と連携した体験学習を通して，地域の人々が自然を大切にしながら自然を活用するために培ってきた知識や技を 
さらに学び，自分たちが生まれ育った地域をより深く理解する。そして，唐桑のよさをどのような方法で発信するかを 
自分たちの課題としてとらえ，唐桑のカキをＰＲするための方法を考え選択し発信する。また，様々な活動を通して， 
ふるさと唐桑の自然豊かさや人との関わりを大切にし，持続可能な未来へとつなげられるように追求する。そして，養 
殖業に誇りをもって取り組む人々とのかかわりを深め，地域の人々の思いを理解するとともに，自身の学び方やものの 
考え方に生かしていく。                                                                                                                              

〇 時数  ４月～３月  ７０時間 (総合的な学習の時間) 
〇 関連  社会・理科 

  
 
 
 

  ４月   ５月   ６月                                                            ７月   ８月   ９月   10 月  11 月   12 月   １月    ２月   ３月 

体 験 的

な活動 
            

探 究 的

な活動 
            

表現 
活動 

            

【主な連携機関】 
・ 学校支援委員会 
・ 森里海研究所 
・ 唐桑公民館 
・ 宮城県漁業協同組合唐桑支所 
・ 海友会 
・ 大槻網有限会社 

植樹祭に参加しよう(10) 

・カキ養殖体験オリエンテーション 
・ 課題を設定する 
・「森は海の恋人」植樹祭に参加する 
・植樹祭を継続する人々の思いに触れ

里山の管理についても知る 
・感想をまとめ発表する 

おいしいカキを育てよう(11) 

・カキ養殖体験の計画を立てる 
・カキ砕き，選別等の体験をする 
・カキ砕きの時に，多くの生物が付着してい

ることに着目し，温湯処理作業体験につ

なげていく 
・養殖体験のまとめを発表する 
・事後の振り返りをする 

カキのおいしさを発信しよう①(8) 

・どんな方法で発信していくのか話し合い，計画を立てる 

・学習したことをリーフレットやポスターにまとめる 

・カキのキャラクターを考え，オリジナルフォルダーを製作する 

カキ養殖の工夫や努力を調べよう(7) 

・温湯処理作業見学の計画を立てる 
・温湯処理作業を見学する 
・よりよいカキを生産するための工夫や努力を知る 

唐桑のすばらしさを伝えよう(12) 

・発表に向けて準備する 
・リアスサミット in 唐桑で発表する 
・６年間の学習を振り返り，分かっ

たこと分からなかったことを分析

する 
・ふるさと唐桑のために自分たちが

できることを考え，継続して活動

していく意欲をもつ 

育てたカキをおいしく食べよう(６) 

・カキ水揚げ体験をする 

・カキむき体験をする 

・自分たちで水揚げしたカキを食べ

てみる 

・活動を振り返ってまとめる 

唐桑の豊かな海を感じよう(8) 

・気仙沼湾内クルーズを行い唐桑の地形を外側から見る 
・定置網起こし体験を行い，三陸が豊かな漁場を実感する 
・三陸の海について話し合い，豊かな漁場である理由を知る 
・カキ養殖との関連に気付き，分かったことをまとめる 

カキのおいしさを発信しよう② (6) 

・「リアス牡蠣まつり唐桑」に参加してリーフレットで唐桑のよ

さを発信する 
・リアスサミット in 唐桑でどのような内容，方法で発表するか

見通しをもつ 


